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「教育に資するため」
校長

令和５年度も、いよいよ年度末のまとめの月に入ります。本校正門横に掲示してある「閉校までのカウント
ダウンボード」を日々更新する度、その時がすぐそこまで迫っていることを実感します。さて、２月６日（火）
に祁答院地区の小学校１～５年児童が大軣小学校に集まり、レクリエーションや授業の交流が行われました。
緊張もあってか普段のような話し方や行動が見られない児童もいましたが、４月からの新学校生活に向けたよ
い機会になったのではないかと思います。
その交流を参観した際に、大軣小児童が作成した１枚のカウントダウンボードに惹かれました。それには、

残日数を表す数字の周りに「今日も生涯の一日なり」「進まざる者は必ず退き、退かざる者は必ず進む」といっ
た名言がいくつも書かれてありました。私は、このボードを見て、作成した児童は、自身を客観的に捉え、一
日を大切に強く生きていきたいと考えて行動しているんだろうなあと嬉しく思ったと同時に、名言には、やは
り力をもらうなあと思いました。
多くの人が座右の銘としている名言の一つに、「積小為大（せきしょういだい）」があります。

これは、江戸時代後期に多くの農村を救った農村改革の指導者「二宮金次郎」の言葉です。
二宮金次郎は、５歳で川の氾濫により家や田畑が流され、１６歳までに両親を亡くすなど、

小さい頃から苦労の連続でしたが、一日中農作業等の仕事をしながらも、どうすれば豊かな生
活が送れるかを考え、木の箱に砂を入れて文字を覚えたり、薪とりの山までの行き帰りなどで
書物を読んだりして学問にも励みました。その結果、自身の暮らしは豊かになり、その取組が
藩に認められ、社会全体のために行動すれば、いつかは自分自身のためになるという「報徳思
想（至誠・勤労・分度・推譲）」を広めたり、世界最初の信用組合ともいわれる「五常講（五
常：仁・義・礼・智・信）」という仕組みを作ったりして、飢えなどで苦しんでいる全国約６
００箇所の農村を救い、また、藩の財政も立て直しました。
「積小為大（せきしょういだい）」は、子供の頃、友達から借りたわずかな菜種を近くの荒

れ地にまいて育て、翌年１０キロ以上の菜種を収穫し、夜に書物を読むための明かりをつける
油と交換したり、田植えのあぜ道に捨てられていた苗を用水ぼりの荒れ地に植えて手入れをし、
１表分の米を収穫したりした経験から、「小さなことを積み重ねる、小さな歯車を着実に回し
ていくことが、大きなことを成功させるためには、極めて大事なことである」ことを身をもっ
て知り、その後の行いや考え方のもとになった言葉です。
本校の正門横には「二宮金次郎像」があります。この像は、別府万助様が創立８０周年記念

として昭和３３年に寄贈されたもので、土台には「別府様から寄贈された牛壱頭の売却金と浄
財によって、児童の教育に資するために建立されたものである」と彫られてあります。
今回、二宮金次郎について改めて調べ、現代にも通じる考え方や生き方があるということ、全国的に撤去さ

れ少なくなっている二宮金次郎像が、本校では、教育に資するために建立してくださった別府様や当時の方々
の願いが大切にされて残されてきたことに、心を打たれました。
２月２０日現在で、本校閉校まで残り４０日です。６５年もの間、子供や大人を見守り、示唆を与えてきた

二宮金次郎に、もうしばらく、そしてこれからもお願いしますと願い、閉校までのカウントダウンボードを更
新したいと思います。

３月の行事予定
１日 (金）いじめのない学校づくりの日，体育館シート敷き
５日 (火）卒業式全体練習，第６回ＰＴＡ役員会・理事会
６日（水）移動図書
７日 (木）卒業式全体練習
８日 (金）お別れ遠足・６年生を送る会
９日 (土）土曜授業日

１４日（木）臨時ＰＴＡ総会
１９日（火）卒業式準備（９：２５～１１：１０）
２０日（水）第７７回卒業式，閉校式，記念碑除幕式，惜別の会
２５日（月）修了式，離任式
※ お子さんのことで困ったことが起こったら，３月までは上手小へ，４月からは大軣
小へご連絡ください。（大軣小学校５５－０００９）
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鹿児島学力・学習状況調査
鹿児島県内の５年生が１月１６日（火），１７日（水）に受けたテストの結果です。本校５年生７名は，
国語，算数，理科で市や地区，県の平均を大きく上回ることができました。これは，板書計画を立てて
授業を進めることや授業づくりのポイントについて話し合い，実践を確認してきた結果だと思います。
また，過去問等に多く触れさせ，わかるまで個別指導を繰り返してきたことも結果に影響を与えたと思
います。一方で社会科は，市や地区，県の平均を下回りました。結果分析で感じたことは，資料を多面
的に読み取り，そこからわかることを社会的なワードを使いながら自分の言葉でまとめる力の不足です。
これをヒントに，資料活用，子供達同士の話し合い，キーワードを使った子供が作るまとめ等に意識し
ながら，社会科だけでなくすべての教科で授業改善に努めていきます。

平均正答率 国語 社会 算数 理科
本校 ７９．２ ６３．５ ９０．２ ９０．７

薩摩川内市 ６８．８ ６５．５ ７５．５ ７８．４

北薩地区 ６９．７ ６８．２ ７７．２ ７８．１

鹿児島県 ６８．４ ６５．２ ７４．６ ７５．４

祁答院中学校入学説明会
１月２５日（木）に

祁答院中学校で，入学
説明会が行われました。
祁答院の６年生の子供
達は，中学校で数学の
授業を受けました。本
校最後の卒業生となる
６年生７名が，中学校
生活を生き生きと送れ
ますようにと思います。

選挙出前授業
１月２２日（月）に，

５・６年生を対象に選
挙の出前授業を行いま
した。市選挙管理委員
会から講師の２名をお
招きして，選挙につい
て学習したり，投票を
体験したりしました。
選挙権が１８歳に引き
下げられました。投票
で政治に参加する姿勢

を身に着けてほしいと思います。
魚さばき教室

１月３０日(火），市
役所林務水産課と市漁
連のご支援のお陰で，
５・６年生とその保護
者を対象に魚さばき教
室を実施しました。申
し込み続けて４年目。
やっと開催することが
できました。タイとア

ジを３枚におろす体験活動を親子で四苦八苦しな
がら取り組みました。子供達は，魚をさばく過程
で，どんなことを感じたでしょうか。命をいただ
く感謝の心，もったいないと思う心。この体験活
動を通して，強く感じてほしいと思いました。

小小交流
２月６日（火）

に大軣小学校
で，小小交流を
行いました。こ
れは，来年度か
ら同じ学校の児
童になる子供達
を集めて，施設
や友達，先生に
「慣れさせる」
ために行いまし
た。
上手小学校の

子供達は，学年
により雰囲気の差がありましたが，おおむね積極
的な姿勢でした。
少し大人数となる祁答院小学校で，みんな仲良

く学んでほしいと思います。

ＭＢＣラジオ録音
閉校を前にして，

一つの記念にＭＢ
Ｃラジオに児童の
作文が紹介される
こととなりました。
紹介されるのは，

５年〇〇さんの作
文です。先月１月
３１日(水）に本校
で録音作業があり

ました。
〇〇さんは，すでにさつま町に転居しています

が，校区外通学を許可されて上手小学校に通って
います。そのあたりの学校への想いを，作文にし
ていました。
放送日は２月２８日（水）が校長の生出演，２

９日が〇さんの作文とお母様の生出演となる予定
です。時間は１２時２０分頃から。乞うご期待！

エネルギー出前授業
１月３０日（火）にエ

ネルギー出前授業を５・
６年生に行いました。電
力のすごさやありがたさ
を感じる授業でした。特
に九電の方が持ってこら
れた実験道具は子供達か
ら歓声が上がっていまし
た。静電気ってすごく身
近で活躍しているんです

ね。勉強になりました。


